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認知症に関する活動計画（概要）

香川県作業療法士会では香川県や各市町からの依頼を受け、健康ステーション健康長寿
講座や認知症予防講座に継続的な県士会員派遣を行っている。健康ステーション健康長寿
講座は、高齢者にかかわる総合的な健康をテーマに行われており、認知症に関するテーマ
は非常に関心が高く、作業療法士による講座は毎回好評を得ている。人材育成としては、
香川県長寿対策課とともに、2016年から認知症初期集中支援員養成事業を、初期集中支援
に限らず広く地域実践につなげるため、認知症ケア人材育成研修補助事業として実施して
いる。また、香川県からの委託事業として、3団体協力のもと、認知症予防キャラバン事業
として、県民に対する普及と啓発、予防に取り組んでいる。

認知症ケア人材育成研修補助事業

高松市からの依頼で、高松市健康ステーションにおいて、医師、
理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、看護師等の専門職が健康・
介護予防に関する講座をおこなっている。毎年、OTは認知症講座
を担当している。参加者からは「認知症の人の立場になって考えて
いるのでよくわかった。」などの嬉しい声を頂いている。

認知症予防キャラバン事業

香川県からの委託事業として作業療法士会、理学療法士会、言語
聴覚士会のリハ職３団体が協力し「認知症予防キャラバン事業」を
実施している。昨年度から続く新型コロナウイルス感染症拡大の影
響により残念ながら約20件程度の事業中止もみられた。しかし地
域の自治会や老人会からの依頼で約50件の事業は無事おこなわれ
た。52名の講師（OT/PT/ST）を派遣し、延べ640人の県民の皆さ
まに参加いただきました。認知症予防の知識、また一緒に体操を体
験いただき大変好評な事業である。今年度も概ね70件前後の派遣
を予定している。

健康ステーション健康長寿講座

県から介護人材確保事業として補助を受けて実施している。対面
とWebによるハイブリッド研修を継続している。初期集中支援に限
らず地域への実践につなげられるよう、直近では公衆衛生の視点か
ら認知症支援を参加者で考えた。今後も創意工夫しながら進めてい
く予定である。


